
 

 

市第 54号議案 平成 30 年度横浜市一般会計補正予算（第１号）（関係部分） 

 

 

■補正予算案の概要 

内閣府から本市の取組が自治体ＳＤＧｓモデル事業に選定され、それに伴い「地

方創生支援事業費補助金（地方公共団体における持続可能な開発目標の達成に向け

た取組の推進事業）」※を新たに獲得したことに伴い、当該補助金による事業の推

進・普及啓発を行います。 

 

 

 

 

 

１ 一般会計歳入歳出予算の補正 

  地方創生支援事業費補助金の交付による増額補正 

 60,000千円［国費 40,000千円 一般財源 20,000千円］ 

(1) ＳＤＧｓデザインセンター（仮称）創設に向けた調査検討等（資料１） 

補正額 40,000千円［国費 20,000千円 一般財源 20,000千円］ 

ア 機能等調査検討・試行的取組の実施 

  イ 情報ネットワーク構築（基盤システム整備） 

 

(2) ＳＤＧｓ未来都市等の普及啓発   補正額 20,000千円［国費 20,000千円］ 

  ア ＳＤＧｓ未来都市の国内外向け普及冊子等の制作 

イ 国内外プレゼンテーション映像等デジタル素材制作 

ウ フォーラム・展示会等を通じた普及 

 

 

 

補正前の額 補正額 計

Ａ Ｂ Ａ＋Ｂ 国庫支出金 市債 その他 一般財源

８款　環境創造費 37,354,926 60,000 37,414,926 40,000 － － 20,000

２項　総合企画費 1,738,192 60,000 1,798,192 40,000 － － 20,000

４目　温暖化対策費 668,048 60,000 728,048 40,000 － － 20,000

ＳＤＧｓ未来都市推進
プロジェクト事業費

0 60,000 60,000 40,000 － － 20,000

補正額の財源

（単位：千円）

款　　項　　目

 

 

 

※地方公共団体によるＳＤＧｓの達成に向けた取組を公募し、優れた取組を提案する都市・地

域を「ＳＤＧｓ未来都市」に選定するとともに、特に先導的な取組として認められる「自治体

ＳＤＧｓモデル事業」に対し、地方創生支援事業費補助金（地方公共団体における持続可能な

開発目標の達成に向けた取組の推進事業）により支援。予算額は対象10自治体に総額４億円。 

平 成 3 0 年 1 0 月 ２ 日 

温暖化対策・環境創造・資源循環委員会 

温 暖 化 対 策 統 括 本 部 



「ＳＤＧｓデザインセンター（仮称）」検討イメージ 資料１
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